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 事業概要

国産ロケットエンジンおよび超音速エンジンの開発において,ノズルや燃焼器に関する評価やそれに
関連する基礎研究を数値解析により実施する． 

http://www.mech.kyutech.ac.jp/rfd/index.html 

JSS2 利用の理由

国産ロケットエンジンおよび超音速エンジンの開発において,学術的・実用的に重要な流体燃焼現象
を明らかにし,効率的な数値計算手法を開発する． 

 今年度の成果

極低温超臨界圧力下の水素噴流と一様水素流の 3 次元数値解析を実施し,混合過程における圧力の影
響を評価した．その結果,噴流の軌跡は 運動量流束比に大きく依存し,また圧力やレイノルズ数が影響
を及ぼすことについても確認された(図 1,2)．さらに,遷臨界噴射条件では,極低温噴流は主流をより高
くまで貫通した軌道を通ることが示された．そして,噴流軌道予測のため,超臨界の影響を考慮した新し
い噴流軌道のスケーリング則を提案した． 

ロケットエンジンおよび超音速飛翔体用エンジンに関する燃焼流体の研究
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図 1 噴射口近傍の時間平均密度分布 
 

 

図 2 噴射口近傍の時間平均温度分布 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.26 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 2,047,352.81 0.27 
SORA-PP 200.55 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 133.51 0.09 
/data 1,335.14 0.02 
/ltmp 27,343.76 2.06 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 72 
１ケースあたりの経過時間 83.00 時間 
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